
「冬の小樽運河」

おたる西別院だより
季刊 第111号

2014年（平成26年）（1）

12月29日㈪から1月6日㈫まで、月忌参詣をお休みさせて
いただきますので、どうぞお寺にお参りください。

●除　　夜　　会 （於　本　堂）･････ 12月31日㈬ 午後 3 時
●除  夜  の  鐘 （於　鐘　楼）･････ 12月31日㈬ 午後11時50分
●元　　旦　　会 （於　本　堂）･････  １月１日㈭ 午前 6 時30分
●宗祖聖人御祥月法要 （於　本　堂）･････  １月15日㈭ 午後１時30分
	  　　16日㈮ 午後１時30分
●新 年 交 礼 会 （於　ホール）･････  １月16日㈮ 午後 4 時

年末・年始のご案内



　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
に
は
旧
年
中
、
本
願
寺
小
樽
別
院
の
護
持
発
展
の
た

め
お
力
添
え
を
た
ま
わ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
本
年
も
職
員
一
同
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
は
新
年
を
迎
え
て「
お
め
で
と
う
」と
、
お
祝

い
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
す
が
、
こ
の
言
葉
は「
愛
で
る（
め

で
る
）」が
語
源
で
、
も
と
も
と
祝
う
と
い
う
意
味
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
美
し
い
花
に
思
わ
ず
感
動
し
た
り
、
勇
敢
な
行

為
に
感
心
し
た
り
、
ペ
ッ
ト
を
可
愛
が
っ
た
り
な
ど
、
物
事
の

美
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ
に
心
打
た
れ
る
感
激
を
、
私
た
ち
の

先
祖
は「
愛
で
る
」と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て
き
た
の
で
す
。

あ
る
人
の
詩
に
、

　
　
　

降
る
雪
を
手
に
取
り
見
れ
ば
消
ゆ
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
に
降
ら
せ
て
我
が
物
と
せ
よ

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
大
空
か
ら
ふ
わ
ふ
わ
舞
い
降
り
て

く
る
ぼ
た
ん
雪
の
美
し
さ
に
、
つ
い
手
を
出
し
て
つ
か
も
う

と
す
る
と
、
つ
か
ん
だ
時
に
は
す
で
に
水
に
な
っ
て
い
ま
す
。

何
度
や
っ
て
も
な
か
な
か
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
可
憐

な
雪
は
、
た
だ
降
っ
て
来
る
ま
ま
を
ほ
れ
ぼ
れ
と「
愛
で
る
」

こ
と
に
よ
っ
て
の
み
我
が
物
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
味
わ
い
で
す
。

新
た
な
年
に「
今
年
こ
そ
は
」と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
願

う
の
は
人
情
で
す
が
、「
願
う
こ
と
ひ
と
つ
か
な
え
ば
、
ま
た

ひ
と
つ
」で
、
私
た
ち
の
願
望
に
は
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
尽

き
な
い
願
い
を
た
だ
追
い
か
け
る
だ
け
で
一
年
が
過
ぎ
て
ゆ

く
と
す
る
な
ら
、
雪
を
手
に
取
ろ
う
と
す
る
む
な
し
い
行
為

と
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

老
い
や
病
気
な
ど
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
境
遇
の
中
に
新

年
を
迎
え
よ
う
と
も
、
ひ
と
日
の
命
は
私
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま

な
ご
縁
を
と
お
し
て
い
た
だ
い
た
、
か
け
が
え
の
な
い
命
で

す
。
そ
の
い
た
だ
い
た
命
の
尊
さ
を
愛
で
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
の
日
々
を
丁
寧
に
し
っ
か
り
生
き
て
ゆ
こ
う
…
と
、
心
も

新
た
に
生
き
る
よ
ろ
こ
び
を
か
み
し
め
る
な
ら
、
こ
れ
こ
そ

新
年
の
め
で
た
さ
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
感
謝
の
思
い
を
私
た
ち
の
先
祖
は
代
々
、「
ナ
ン

マ
ン
ダ
ブ
ツ
」と
称
名
念
仏
す
る
こ
と
で
表
し
て
き
ま
し
た
。

阿
弥
陀
如
来
の
大
い
な
る
働
き
の
中
で
念
仏
申
す
こ
と
の
で

き
る
人
生
が
開
か
れ
る
こ
と
を
、
親
鸞
聖
人
も
お
手
紙（
ご

消
息
）に
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
に
あ
ひ
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ふ
こ
そ
、

あ
り
が
た
く
め
で
た
く
候
ふ
」（
念
仏
に
あ
わ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
こ
そ
、有
り
難
く
め
で
た
い
こ
と
だ
）と
、お
示
し
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
お
念
仏
と
共
に
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

�
合
掌

年
頭
法
話

二
〇
一
五
年

（
平
成
二
十
七
年
）

年 

忌 

表

ご
法
事
を
勤
め
て
い
た
だ
く
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

一
　
周
　
忌	

—
	

平
成
二
十
六
年

三
　
回
　
忌	

—
	

平
成
二
十
五
年

七
　
回
　
忌	

—
	

平
成
二
十
一
年

十
三
回
忌	

—
	

平

成

十

五

年

十
七
回
忌	

—
	

平

成

十

一

年

二
十
三
回
忌	

—
	

平

成

五

年

二
十
五
回
忌	

—
	

平

成

三

年

二
十
七
回
忌	

—
	

平

成

元

年

三
十
三
回
忌	

—
	

昭
和
五
十
八
年

五
十
回
忌	

—
	

昭
和
四
十
一
年

ご
法
事
を
申
し
込
ま
れ
る
際
は
、

①
日
　
時

②
場
　
所

　
を
ご
相
談
い
た
だ
き
、
別
院
ま
で
ご
連
絡
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

尚
、
ご
希
望
の
日
時
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。

表
紙
〜「
冬
の
小
樽
運
河
」

　
小
樽
生
ま
れ
の
私
は
転
勤
で
恵
庭
に
移
住
し
て
数
十

年
に
な
り
ま
す
が
、
長
年
育
っ
た
小
樽
は
忘
れ
が
た
く
、

作
品
の
大
半
は
小
樽
風
景（
特
に
雪
の
運
河
周
辺
）で
す
。

友
人
も
居
り
ま
す
し
度
々
出
か
け
て
い
っ
て
描
い
て
お
り

ま
す
。

�

（
小
樽
別
院
門
徒
・
恵
庭
美
術
協
会
会
員
　
大
瀬
戸 

稔
）
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小
樽
別
院
で
は
こ
の
た
び
、
納
骨
壇
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
ご
門
徒
を
対
象
に
、

四
タ
イ
プ（
四
十
万
円
～
百
万
円
）の
納
骨
壇
を
ご
案
内
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

明
年
一
月
十
三
日
よ
り
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

ご
使
用
を
ご
希
望
の
方
は
別
院
寺
務
所
ま
た
は
職
員
ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

	

【
お
問
い
合
わ
せ
】	

☎（
〇
一
三
四
）二
二
―
〇
七
四
四

		


本
願
寺
小
樽
別
院

		


小
樽
市
若
松
一
丁
目
四
番
一
七
号

閉扉時

C型

D型 （B型の半分の大きさ）

閉扉時

開扉時

開扉時

納
骨
壇
が
使
用
で
き
ま
す

2014年（平成26年）（3）
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ご門徒の皆様と楽しく食事を
しながら新年のご挨拶をいた
します。どなたでもご参加で
きます。ぜひご参加ください。 楽しいゲームや抽選会もあります

新年交礼会
1 月 16日（金）
時間…午後 4時〜
場所…別院会館ホール

元旦会
1 月 1日（木）
時間…午前 6時半〜
場所…本堂

温かいお蕎麦をご用意いた
しております。ごゆっくりと
お休みください。

除夜の鐘
時間…午後 11時 50分〜
場所…鐘楼堂（別院境内）

除夜会
12 月 31日（水）
時間…午後 3時〜
場所…本堂

年末年始もお寺へどうぞ

新年のお参り
一日目です。
ぜひお参り
ください。

百八回以上、鐘を鳴らせます。

一年の締めくくり。
ぜひお参り
ください。
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報
恩
講

写
真

10月9日（木） 双葉参拝

当日までの準備の様子

9月7日（日） 若竹説教所彰心会報恩講

10月24日（金）・25日（土） 新光説教所法友会報恩講

11月2日（日）・3日（月） 奥沢説教所樹心会・唯信講報恩講

10月10日（金） 三園 （小樽幼稚園、

新光保育園、若竹保育所） 合同参拝

10月13日（月）～16日（木）
小 樽 別 院

ご参拝の皆様、朝から晩まで準備してくださった皆様、ご出勤いただきましたご法中の皆様、
布教使の先生、ありがとうございました。多くの課題もありましたが今年も無事報恩講を勤める
ことができ、本山本願寺にも法要終了を打電の上、ご報告申しあげました。ありがとうございました。

小樽別院はまだまだ多くのご参拝、ご協力を必要としております。
私たちのお寺の一番大事な法要。この苦労と感動を分かち合いたい、来年は是非。

その全ての場面が報恩講

園児参拝と比べると厳粛な雰囲気。普段は訪れ
る機会の少ない生徒の皆さんにもお寺の報恩
講の雰囲気を感じ取って貰えたら幸いです。

みんなよい子でご輪番のお話しをじっくり聞
いてました。おみやげも貰ってニコニコ。

今年は仏具のおみがきの後、内陣にお供えする供物の
製作も一緒に行いました。他、報恩講に向けて境内の清
掃もしていただきました。ありがとうございました。

半袖で参拝してくださる方と夏の衣で始まる別院の報恩講。保育所で
勤めるほっこりとした報恩講。

別院の報恩講から間髪入れずの日程。ここでしかできないことにこだ
わって一生懸命勤めさせていただきました。

奥沢の報恩講の頃は初雪が降る。暦どおり毎年巡る報恩講もここが
最後。慰労の打ち上げには職員全員が招かれました。



編
集
後
記

　みなさまのご協力のおかげで今年も無事報恩講を勤めることができました。毎
年お手伝いをしてくださる仏壮、仏婦の方々をはじめ、ご門徒さんやご法中の
方々のご協力があったからこそでございます。本当にありがとうございました。
来年は今年以上により良いものになるよう、みなさまからのご意見ご感想をお
待ちしております。
　先日壮年会の方々に教えていただきながら初めて境内の冬囲いの手伝いをし
ました。内地で生まれ育った私にとってはじめての経験でした。みなさまのお
手元に届く頃にはすでに雪も降っている頃かもしれません。冬の厳しさを伺っ
ており不安はありますが、何事もなく無事春を迎えたいと思っております。来
年も宜しくお願い致します。� （本田）

門徒委員�
平田　晴己
竹澤　知恭
福川ヨシ子

別院担当者
西村　玄介
森　　敬信
本田　　浄
津田　造士

編
集
委
員

小樽市若松1丁目4番17号 

10134−22−0744
50134−29−4080

本願寺小樽別院連
絡
先

2014年（平成26年）（6）

　
小
樽
別
院
に
登
録
さ
れ
て
い
る
代
表
者

の
方
の
連
絡
先
が
不
明
に
な
っ
て
い
る
ご

家
庭
が
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
左
記
の
場
合
に
は
必
要
書
類
に
ご
記
入

い
た
だ
き
ご
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
の
で
必
ず
お
寺
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

①
代
表
者
ま
た
は

　
納
骨
堂
管
理
者
の
転
居

②
代
表
者
ま
た
は
納
骨
堂
管
理
者
が

　
変
更
に
な
る
場
合

※
ご
印
鑑
や
印
鑑
登
録
証
明
・
戸
籍
謄
本
、

ご
本
人
の
署
名
が
必
要
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
電
話
に
て
ご

連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　
尚
、
お
盆
・
お
彼
岸
等
別
院
行
事
の
あ

る
場
合
は
、
ご
希
望
の
日
時
で
の
納
骨
や

ご
法
事
等
お
受
け
で
き
な
い
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
事
前
に
別
院
に

日
程
や
時
間
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

電　

話　

〇
一
三
四
（
二
二
）〇
七
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
一
三
四
（
二
九
）四
〇
八
〇

小
樽
別
院
寺
務
所
ま
で

	 12/  1 ㈪	～	12/15 ㈪ 津田
	 12/16 ㈫	～	12/31 ㈬ 西川
	 1/  1 ㈭	～	 1/15 ㈭ 輪番
	 1/16 ㈮	～	 1/31 ㈯ 岡﨑
	 2/  1 ㈰	～	 2/14 ㈯ 磯村
	 2/15 ㈰	～	 2/28 ㈯ 村田
	 3/  1 ㈰	～	 3/15 ㈰ 西村
	 3/16 ㈪	～	 3/31 ㈫ 森

●テレホン法話担当表

小樽別院よりのお願いとお知らせ

物
品
寄
贈
　
御
礼

● 

仏 

壇
　
　
一
基

　（
新
光
説
教
所
へ
）

�
匿
名

�

ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

大
事
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

別
院
門
徒
物
故
者

 

（
平
成
二
十
六
年
十
月
末
現
在
）

田
　
上
　
シ
　
ン

松
　
山
　
壽
　
子

佐
　
藤
　
哲
　
也

山
　
本
　
ア
　
ネ

日
　
和
　
久
　
子

村
　
林
　
安
　
信

久
保
坂
　
と
　
よ

庭
　
山
　
藤
　
夫

尾
　
形
　
孝
　
子

前
　
田
　
節
　
子

江
　
端
　
ヨ
　
ネ

山
　
崎
　
孝
　
義

和
　
田
　
隆
　
司

（
敬
称
略
）

通
夜･

葬
儀
の

ご
案
内

　
小
樽
別
院
会
館
ホ
ー

ル
に
て
通
夜
・
葬
儀
会
場

と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

亡
き
方
が
く
だ
さ
っ
た

大
切
な
ご
縁
を
ぜ
ひ
お

寺
に
て
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
寺
務
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▶
小
会
場
も
ご
ざ
い
ま
す

　〈
20
名
程
度
〉

小樽別院
四角形



　
謹
賀
新
年�

本
願
寺
小
樽
別
院
　

輪
　
　
　
番	

林　
　

安
明

副
　
輪
　
番	

西
川　

達
恵

参
　
　
　
勤	

櫻
井　

法
道

参
　
　
　
勤	

岡
﨑　

昌
麿

参
　
　
　
勤	

磯
村　

真
一

参
　
　
　
勤	

村
田　

法
道

参
　
　
　
勤	

西
村　

玄
介

参
　
　
　
勤	

森　
　

敬
信

承
　
　
　
仕	

本
田　
　

浄

承
　
　
　
仕	

津
田　

造
士

事
　
務
　
員	

下
田　

麻
実

事
　
務
　
員	

海
藤
真
己
子

非
常
勤
用
務
員	

本
郷　

昶
子

責
任
役
員	

杉
本　

守
巧

総
　
　
　
代	

福
島　

正
紘

総
　
　
　
代	

荒
田　

一
正

総
　
　
　
代	

岩
山　
　

豊

総
　
　
　
代	
北
川　

喨
一

仏
教
壮
年
会
会
長	
辻
井　

聡
克

仏
教
婦
人
会
会
長	

杉
本
美
穂
子

仏
教
青
年
会
会
長	

小
本　

亜
季

園
　
　
　
長	

堀
口　

雅
行

副
　
園
　
長	

岡
﨑　

昌
麿

主
　
　
　
任	

本　
　

一
惠

教
　
　
　
諭	

佐
藤　

夏
未

教
　
　
　
諭	

市
川　

容
子
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